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１．研究計画の概要 

本研究においては，自立した生活を送って
いる一般の高齢者を中心に，大学病院外来患
者，要介護高齢者など，様々な健康状態や生
活環境下にある高齢者を対象としたアンケート
調査や口腔機能検査を行い，咀嚼能力低下の
要因解析と咀嚼能力回復のアウトカムについて
の大規模調査研究を予定している． 

まず，対象者に対して，咀嚼能力をはじめ，
多岐にわたる項目のデータを収集したのち，咬
合支持，咬合力，唾液分泌に加え，口腔の感
覚機能などを説明変数に用いて，咀嚼能力を
目的変数とした多変量解析を行う．  

また咀嚼能力回復のアウトカムを明らかにす
るため，口腔機能の客観評価である咀嚼能力
が，消化器系疾患や高血圧，糖尿病，肥満，全
身の健康状態の自己評価，QOL などとどのよう
な関連があるかについて，多変量解析を用いて
分析する．さらに補綴治療の介入による咀嚼機
能の回復によって上記のアウトカムが向上する
か否かについて，大学病院の外来患者を対象
とした縦断研究によって明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 

60 歳以上の自立した生活を送っている高齢
者 953 名を対象に，咀嚼能率に関連する因子
を検討した．咀嚼能率の指標としては，検査用
グミゼリーを 30 回自由咀嚼させたのちの咬断片
表面積増加量とした．重回帰分析の結果，残存
歯数(標準化偏回帰係数 β=0.40，Ｐ<0.01)と最
大咬合力(β=0.27，Ｐ<0.01)は咀嚼能率に有意
に関連する因子であったが，2 変量間では有意
な関連が認められた年齢は，重回帰分析にお
いては，咀嚼能率と有意な関連は認められなか
った(β=-0.02)． 

次に，歯の欠損拡大のパターンについて検
討した．対象者は，残根ならびにインプラントを
有さない者1444名（男性669名，女性775名，平
均年齢66.2±4.2歳）とした．その結果， 1歯欠
損の者は14.2%，2歯欠損の者は11.1%であった． 
1歯欠損の場合に，最も喪失する確率の高い歯
は，第二大臼歯であった．上顎第二大臼歯を
欠損している者は27.8%，下顎第二大臼歯を欠
損している者は24.4%であった．2歯欠損の場合，
最も多いパターンは，第二大臼歯とそれに隣接
する第一大臼歯が欠損している者で23.8%であ
った．以上より，歯の欠損は最後方臼歯である
第二大臼歯から始まり，次いで欠損歯の前方の
第一大臼歯へと拡大していくと考えられた． 

さらに，65歳以上の比較的健康な高齢者
108名を対象に，５年間の追跡調査を行い，
口 腔 関 連 QoL(Oral Health Impact 

Profile-14スコア)を用いた．その結果，口腔
関 連 QoLは５年 間 で有 意 に低 下 し，特 に５
年 前にQoLの高 かった者 で，その低 下が著

しかった．その一 方 で，口 腔 関 連 QoLの低
下 は，残 存 歯 数 の減 少 や咀 嚼 能 率 や咬 合
力，唾液分泌量の変化と有意な関連はみら

れなかった．したがって，高齢者の口腔関連
QoLの低下には，他の要因も関与しているこ
とが示唆された． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由）研究を計画的に進めたため． 
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）縦断研究の被験者数を増やす． 
（2）大学病院の患者について，歯科治療前
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後の変化についても，データを収集し，分析
を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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